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15．トラスツズマブ耐性再発乳癌においてラパチニブが著
効した１例
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塚越 律子，柳田 康弘，藤澤 知巳
宮本 健志
（群馬県立がんセンター 乳腺科）
【症 例】 62歳,女性.【現病歴】 2004年10月,右乳癌
(浸潤性乳管癌,ER＋,PgR＋,HER2－)に対し,右Bt＋Ax
施行.T2N3a(25/28)M0 Staeg?cであった.術後補助化学
療法はFECを開始したが,嘔気が強く3コースで終了と
し,LH-RH agonist＋TAMを開始した.2006年5月,多発
肝転移出現.抗がん剤治療は希望されず放射線療法を行っ
た.その後TAM＋UFTを開始した.2007年1月,PDとな
りS-1開始.2007年6月,PDとなりWeekly PTX開始し
た.2011年11月骨転移が出現し,ANA＋ゾメタを開始.
2012年4月,肝転移増大となりEribulinを開始した.2012
年10月,肝転移増大しCEF開始.2012年12月,体動困難
のため受診,腹部膨満・全身の浮腫をみとめた.CTにて肝
転移増大,腹水多量・全身浮腫著明・脳転移が出現していた.
体動困難のため緊急入院となった.【入院後経過】 腹水
に対し2回腹水穿刺を行った.2013年1月7日,Bev＋
Weekly PTXを開始した.1コース終了後,腹水および全身
浮腫は著明に改善し,自宅退院された.【考 察】 ベバシ
ズマブはパクリタキセルとの併用で,進行再発乳癌に対し
E2100フェーズ3臨床試験において無増悪生存期間 (PFS)
を5.5カ月延長したが,全生存期間 (OS)の有意な延長は認
められなかった.本症例ではBev＋PTXを投与したことに
より症状が著明に改善し,家に帰るチャンスをつくること
ができた.このような状態の厳しい症例にもBev＋PTXを
使うことでQOL改善することができる可能性が示唆され
た.
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